
   

１．平成23年3月期第１四半期の業績（平成22年4月1日～平成22年6月30日） 

  

  

（２）財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成23年3月期の業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 
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（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年3月期第１四半期  1,370  52.7  53 ―  54 ―  53 ― 

22年3月期第１四半期  897  △46.2  △71 ―  △64 ―  △64 ― 

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年3月期第１四半期  8  88 ― 

22年3月期第１四半期  △10  84 ― 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年3月期第１四半期  5,290  2,445  46.2  407  69

22年3月期  5,210  2,392  45.9  398  91

（参考）自己資本 23年3月期第１四半期 2,445百万円 22年3月期 2,392百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年3月期 ―        0 00 ―     0 00  0  00

23年3月期 ―      

23年3月期（予想）  0 00 ―     3 00  3  00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  2,600  26.0  60 ―  50 ―  35 ―  5  84

通期  5,000  3.0  120  50.0  108  17.4  60  △53.8  10  00



４．その他（詳細は、［添付資料］３ページ「その他の情報」をご覧ください。） 

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る

会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（３）発行済株式数（普通株式） 

  
 ※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であります。 

この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きを実施しており

ます。 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、現時点で入手可能な情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は、様々な要因により大きく異なる可能性があります。また、業績予

想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等につきましては、２ページ「１．当四半期の業績

等に関する定性的情報」「(３)業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期１Ｑ 6,000,000株 22年3月期 6,000,000株

②  期末自己株式数 23年3月期１Ｑ 1,787株 22年3月期 1,787株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期１Ｑ 5,998,213株 22年3月期１Ｑ 5,998,213株
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（１）経営成績に関する定性的情報 

  

当第１四半期累計期間における我が国の経済は、新興国の経済成長などを背景に、企業収益も大企業を中心

に回復基調で推移し、民間設備投資も下げ止まり傾向にありますが、ユーロ圏内の金融不安懸念、鉄鋼価格の

上昇、為替の円高推移、デフレ継続など、依然として先行きの不透明感が払拭できないまま推移しておりま

す。 

自動車業界においては、政府の限定的な緊急経済対策の効果などもあり、堅調に推移いたしました。 

この様な状況のなかで、当社は、来年度からスタートする新中期経営計画を踏まえ、緊急事態対応で身につ

けたコスト意識を更に醸成し、下記のような切り口で革新的原価低減の継続を進めております。 

・売上げに見合った筋肉質な身体作り（固定費） 

・痛んだ財務の復活（利益剰余金） 

・生産の仕組の進化による革命的在庫削減（キャッシュ） 

・技術、物造りの発信基地としての基盤整備（人造り） 

この結果、当社の売上高は、前年同期比473百万円増収の1,370百万円（前年同期比52.7%増）となりました。 

 一方、利益面におきましては、増収効果により営業利益は、前年同期比124百万円増益の53百万円、経常利益

は、前年同期比118百万円増益の54百万円、当四半期純利益は前年同期比118百万円増益の53百万円となりまし

た。 

 部門別の売上高状況は、次のとおりであります。 

 電装品用部品が前年同期比225百万円増収（49.4%増）の680百万円、ブレーキ用部品が前年同期比209百万円

増収（49.8%増）の629百万円、応用その他の部品が前年同期比38百万円増収（182.0%増）の60百万円となって

おります。 

   

（２）財政状態に関する定性的情報 

  

（財政状態の変動状況）  

 当第１四半期会計期間末における総資産は、現金及び預金等の増加により前事業年度末に比べ79百万円増加の

5,290百万円となりました。 

有利子負債は、借入金の返済により前事業年度末に比べ94百万円減少の1,277百万円となりました。 

純資産は、利益剰余金の増加により前事業年度末に比べ53百万円増加の2,445百万円となりました。 

この結果、自己資本比率は前事業年度末に比べ0.3%増加の46.2%となりました。  

  

（キャッシュ・フローの状況）  

 当第１四半期会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の期末残高は、前事業年度末に

比べ116百万円増加（31.9%増）の481百万円となりました。 

 （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

  当第１四半期累計期間において、営業活動の結果得られた資金は、前年同期比310百万円増加の237百万円とな

りました。 

  これは主に、税引前四半期純利益及び未払金の増加によるものであります。  

 （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

  当第１四半期累計期間において、投資活動の結果支出した資金は、前年同期比88百万円減少(77.3%減)の26百

万円となりました。 

  これは主に、有形固定資産の取得抑制によるものであります。  

 （財務活動によるキャッシュ・フロー）  

      当第１四半期累計期間において、財務活動の結果支出した資金は、前年同期比11百万円減少(10.5%減)の94百

万円となりました。 

     これは主に、短期借入金の返済によるものであります。  

           

（３）業績予想に関する定性的情報 

  

当第１四半期の業績につきましては、今期計画を上回るペースで推移しておりますが、第２四半期以降は鉄

鋼価格の上昇、為替の円高推移、現調化の加速など当社の業績に大きな影響を及ぼす懸念事項が山積みしてお

り、先行きが依然として不透明な状況であるため、現段階で平成22年５月７日発表時の業績予想の修正は行っ

ておりません。 

１．当四半期の業績等に関する定性的情報



  

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

  

１．たな卸資産の評価方法 

   第１四半期会計期間末におけるたな卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し前事業年度末に係る実地棚卸

  高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

   また、たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについて正味売却額を見積り、簿

  価切下げを行う方法によっております。 

２．固定資産の減価償却費の算定方法 

   定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっ

  ております。 

３．税金費用の計算 

   税金費用に関しては、当第１四半期累計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

   の実行税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。  

   なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  （注）税金費用については、四半期特有の会計処理を適用していますが、繰越欠損金があるため、均等割額の

     みを計上しております。  

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

   （資産除去債務に関する会計基準の適用） 

    当第１四半期会計期間より「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及

   び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用し

   ております。 

    これによる損益に与える影響はありません。 

   

  （セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用） 

    当第１四半期会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21 

   年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」 （企業会計基準適用指針第20 

   号 平成20年３月21日）を適用しております。  

  

  

  

  

２．その他の情報



３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末 
(平成22年６月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 481,095 364,768

受取手形及び売掛金 1,246,332 1,258,301

商品及び製品 111,123 121,613

仕掛品 188,099 207,573

原材料及び貯蔵品 175,937 153,490

前払費用 3,444 4,832

繰延税金資産 87,651 87,651

未収入金 414,653 375,808

その他 4,501 2,260

貸倒引当金 △1,400 △1,400

流動資産合計 2,711,441 2,574,899

固定資産   

有形固定資産   

建物 2,073,800 2,072,880

減価償却累計額 △1,448,262 △1,432,597

建物（純額） 625,538 640,282

構築物 153,176 153,176

減価償却累計額 △110,302 △108,991

構築物（純額） 42,874 44,184

機械及び装置 3,551,056 3,527,056

減価償却累計額 △2,889,443 △2,845,887

機械及び装置（純額） 661,613 681,168

車両運搬具 17,309 17,309

減価償却累計額 △16,233 △16,100

車両運搬具（純額） 1,075 1,208

工具、器具及び備品 442,882 435,206

減価償却累計額 △372,505 △357,131

工具、器具及び備品（純額） 70,377 78,074

土地 40,361 40,361

建設仮勘定 5,198 4,558

有形固定資産合計 1,447,038 1,489,838

無形固定資産   

借地権 4,892 4,892

ソフトウエア 412 556

その他 847 847

無形固定資産合計 6,152 6,296



（単位：千円）

当第１四半期会計期間末 
(平成22年６月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

投資その他の資産   

投資有価証券 109,905 110,827

関係会社株式 653,063 653,063

出資金 303 303

前払年金資産 308,003 321,486

長期前払費用 1,834 2,140

その他 52,555 51,480

投資その他の資産合計 1,125,665 1,139,301

固定資産合計 2,578,856 2,635,436

資産合計 5,290,297 5,210,336

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 224,053 204,248

短期借入金 765,224 825,244

未払金及び未払費用 1,063,507 971,610

未払法人税等 2,906 8,361

賞与引当金 158,505 110,259

その他 3,977 5,630

流動負債合計 2,218,175 2,125,354

固定負債   

長期借入金 512,191 546,922

繰延税金負債 114,516 114,901

役員退職慰労引当金 － 30,426

固定負債合計 626,707 692,250

負債合計 2,844,882 2,817,604

純資産の部   

株主資本   

資本金 715,000 715,000

資本剰余金 677,955 677,955

利益剰余金 1,041,506 988,256

自己株式 △567 △567

株主資本合計 2,433,893 2,380,643

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 11,521 12,088

評価・換算差額等合計 11,521 12,088

純資産合計 2,445,415 2,392,732

負債純資産合計 5,290,297 5,210,336



（２）四半期損益計算書 
（第１四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 897,471 1,370,812

売上原価 879,774 1,215,138

売上総利益 17,697 155,674

販売費及び一般管理費 88,759 102,494

営業利益又は営業損失（△） △71,062 53,179

営業外収益   

受取利息 38 29

受取配当金 302 1,112

製造提携先機械等売却益 476 3,608

助成金収入 12,669 3,927

その他 2,542 5,169

営業外収益合計 16,029 13,846

営業外費用   

支払利息 6,821 4,678

為替差損 2,265 7,740

その他 － 6

営業外費用合計 9,087 12,424

経常利益又は経常損失（△） △64,120 54,600

特別損失   

固定資産除却損 120 317

その他 752 105

特別損失合計 872 423

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △64,992 54,177

法人税等 － 927

四半期純利益又は四半期純損失（△） △64,992 53,250



 （注）四半期製造原価明細書は、当第１四半期累計期間から開示の対象としております。 

  

［四半期製造原価明細書］

（第１四半期累計期間）

  
当第１四半期累計期間 

（自 平成22年４月１日 
至 平成22年６月30日） 

区分 金額（千円） 
構成比
（％） 

Ⅰ 材料費        422,854  35.4

Ⅱ 労務費        351,863  29.5

Ⅲ 経費                  

外注加工費  210,430            

減価償却費  74,676            

その他  134,529  419,636  35.1

当期総製造費用        1,194,354  100.0

期首仕掛品たな卸高        207,573      

合計        1,401,927      

他勘定へ振替高        8,048      

期末仕掛品たな卸高        188,099      

当期製品製造原価        1,205,779      

                   



（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

△64,992 54,177

減価償却費 96,621 76,706

有形固定資産除却損 120 317

貸倒引当金の増減額（△は減少） △100 －

賞与引当金の増減額（△は減少） － 48,246

前払年金資産の増減額（△は増加） 13,992 13,483

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △6,590 △30,426

受取利息及び受取配当金 △340 △1,142

支払利息 6,821 4,678

売上債権の増減額（△は増加） 62,715 11,968

たな卸資産の増減額（△は増加） 2,432 7,515

その他の流動資産の増減額（△は増加） 96,853 △38,214

仕入債務の増減額（△は減少） 50,116 19,805

未払金の増減額（△は減少） △318,258 91,686

その他の流動負債の増減額（△は減少） 1,263 △9,791

小計 △59,345 249,011

利息及び配当金の受取額 325 1,121

利息の支払額 △6,779 △4,631

法人税等の支払額 △7,741 △8,361

営業活動によるキャッシュ・フロー △73,540 237,140

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △121,028 △25,048

有形固定資産の売却による収入 6,573 －

投資有価証券の取得による支出 △30 △29

投資その他の資産の増減額（△は増加） △531 △978

投資活動によるキャッシュ・フロー △115,017 △26,056

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △60,900 △50,000

長期借入金の返済による支出 △44,751 △44,751

配当金の支払額 △257 △5

財務活動によるキャッシュ・フロー △105,908 △94,756

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △294,466 116,326

現金及び現金同等物の期首残高 649,131 364,768

現金及び現金同等物の四半期末残高 354,665 481,095



 該当事項はありません。  

  

  

 該当事項はありません。  

  

  

 [生産、受注及び販売の状況] 

    当社は、自動車用部品事業の単一のセグメントであるため、[生産、受注及び販売の状況]については、事業部 

  門別に記載しております。 

(1)生産実績 

 （注）金額は、販売価格に換算して表示しており、消費税等を含んでおりません。 

  

(2)受注状況 

 （注）1. 受注残高は、翌月(1か月)分の確定金額であります。  

 2. 金額は、販売価格に換算して表示しており、消費税等を含んでおりません。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

４．その他投資者が四半期決算情報を適切に理解・判断するために有用な事項

事業部門 品目 
当第１四半期会計期間 

（自 平成22年４月１日 
至 平成22年６月30日） 

前年同四半期比（％） 

輸送用機器関連

事業 

自動車用

部品 

視界確保(千円)  110,689  153.0

利便快適(千円)  289,299  162.2

コミュニケーション(千円)   30,673  341.2

エンジン補機(千円)  83,095  131.3

４輪ブレーキ(千円)    519,656  146.3

２輪ブレーキ(千円)    107,368  184.3

２輪汎用(千円)   160,202  111.4

小計(千円)  1,300,987  147.8

応用機器(千円)  59,335  245.9

合計(千円)  1,360,322  150.4

事業部門 品目 受注高 
前年同四半
期比（％） 

受注残高 
前年同四半
期比（％）

輸送用機器関連

事業 

自動車用

部品 

視界確保(千円)  112,035  130.5  40,356  118.1

利便快適(千円)  296,515  147.2  107,530  134.1

コミュニケーション(千円)    33,189  700.8  11,480  324.6

エンジン補機(千円)  89,306  119.8  31,134  112.1

４輪ブレーキ(千円)     539,180  128.2  194,128  118.9

２輪ブレーキ(千円)  110,889  153.4  38,931  139.4

２輪汎用(千円)  176,610  108.1  61,397  99.6

小計(千円)  1,357,727  132.7  484,959  121.7

応用機器(千円)  67,610  337.4  22,224  229.4

合計(千円)  1,425,337  136.7  507,184  124.3



(3)販売実績 

 （注）1.主な相手先別の販売実績及び総販売実績に対する割合は次のとおりです。 

2. 上記の金額には、消費税等を含んでおりません。 

  

事業部門 品目 
当第１四半期会計期間 

（自 平成22年４月１日 
至 平成22年６月30日） 

前年同四半期比（％） 

輸送用機器関連

事業 

自動車用

部品 

視界確保(千円)  109,075  145.2

利便快適(千円)  290,633  164.9

コミュニケーション(千円)   31,029  399.0

エンジン補機(千円)  84,149  137.8

４輪ブレーキ(千円)     524,687  146.1

２輪ブレーキ(千円)     105,223  171.4

２輪汎用(千円)  165,945  122.4

小計(千円)  1,310,745  149.6

応用機器(千円)  60,066  282.0

合計(千円)  1,370,812  152.7

相手先 
前第１四半期会計期間 

（自 平成21年４月１日 
至 平成21年６月30日）

割合 
（％） 

当第１四半期会計期間 
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年６月30日） 

割合 
（％） 

㈱ミツバ（千円）  417,672  46.5  583,254  42.5

曙ブレーキ工業㈱（千円）  176,984  19.7  286,337  20.9

日信工業㈱（千円）  212,656  23.7  276,147  20.1
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